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アヤメ園市民参加による
2,000本の

ハナショウブの補植！

何気なくみていたインターネットで
「うしく里山の会」のことをしりまし
た。
私はこの「里山」という言葉に惹かれ、
入会することに決めました。動機とし
ては、少々単純かもしれません。
「里山」という言葉には同じ自然が相
手でも、山とか森とかよりずっと人間
の暮らしに近いイメージがあります。
私の今の生活の延長線にある感じ。離
れすぎてない感じが、全く初心者のわ
たしでも「何かできるかなあ・・・」

と思わせてくれたのです。
　こうして初めて参加したのが「アヤメプロジェクト」。
これは牛久沼のほとりにある「牛久市観光アヤメ園」の再
生と保存を行う、という内容です。
初めて参加した時、私は単独参加だったこともあって正直、
不安もありました、が、みなさん、とても楽しい方ばかり
で、すぐ居心地がよくなってしまいました。
四月のよく晴れた青空の下で、体を動かし、手を動かし、
口を動かし、汗をかくことがとても気持ちのいい、一日に
なりました。
「出来る人が、出来る時に、楽しんで」がボランティアの
いいところかもしれません。　　　　（記　冨士山）

みなさん、はじめまして！　
上野杏子と申します。
牛久に来て早2ヶ月、思うことは、ここに
は、自然が好きで、人が好きで、楽しいこ
と大好きな人たちが、本当にたくさん集ま
っているな～、ということ。
そして、そんなみなさんの元気な活動っぷ
りに刺激されて、私もわくわくしたり、や
る気がむくむく湧いてきたりしています。
人にも環境にも恵まれたこの牛久を、故郷
のように愛せそうな予感がしています・・。

新会員　
冨士山由美子さん

一斉に補植作業

開花第一号
「初錦」

2,000本の補植が終わった牛久市観光アヤメ園全景

もうご存じのNEWレンジャー

上野　杏子　
レンジャー

　アヤメ園をきれいにしようと連日汗を流して除草に励んだ結果、
除草された雑草は山のような量になりました。この草の山を「里山
の会」ならではの利用法として、堆肥化して再利用する事にしまし
た。
　5月31日牛久市の協力の元、「ムジナの里」に2tトラック約4
台分が持ち込まれ、ぬかや鶏糞と混ぜられ、今後何回かの切り返し
を行い時間をかけて熟成された堆肥になっていくのを待ちます。
出来上がった堆肥は時期をみて再度アヤメ園に戻し、土壌改良や肥
料として使用する予定です。

「アヤメ園の除草後の草を
　　　　　　　堆肥作りに利用！」

アヤメ園再生事業

　5月8日（日）城中町にある牛久市観光アヤメ園は、うし
く里山の会会員を始め一般市民、牛久ボランティア連絡会
の12団体、フォトクラブ三日月の会員、筑波大学生達のお
よそ40名がハナショウブの苗の補植を行うために集まって、
にぎわいました。
参加した皆さんは泥だらけになりながら、およそ5時間をか
けて77種類、2,000本の苗をアヤメ園の正面玄関（？）に
綺麗に植え付け、各種類ごとの名札を立てました。
1ヶ月前とは見違える程に整備されたアヤメ園は、牛久市の
協力と市民参加により見事に生まれ変わった景観を見せて
います。
　市内外からこのアヤメ園を訪れる多くの方々の反応は大
きく、作業中に声をかけて来る方達が後を絶ちません。
5月25日には補植したハナショウブの早咲き種「初錦」が
開花し、これからの期待をふくらませています。
アヤメ園再生事業に興味をもち参加したい方は、いつでも
お出で下さい。　心からお待ちしています。（記　山田）



　田んぼに水が入り、早苗がそろい、光が注ぎ水面が輝き、
樹木を写し、水鳥が入り、里山の最も美しい季節。
城中と井ノ岡の田園を2回歩きました。城中では得月院～
街道～水神塚古墳～最東端？の山へ。一面のタニギキョウ、
牛久では少ないミヤマナルコユリ、ナルコユリ、キンラン、
ギンラン、ジイソブ［ツリガネニンジン」カスマグサ、な
ど、貴重な植物が有ります。井ノ岡では渡辺さんお話でイ
ネ科の植物は大切と言う事でイヌムギを使って、イネ科の
解説があり小穂が集まって穂をつくる様々なポイントを教
えて頂きました。詳しく知りたい方は里山歩きにご参加下
さい。中々目が行かない樹の花、カマツカ、とサワフタギ、
マユミ、コマユ三、ニシキギ、他、又、杉林、草原、の生
態の違いなど見て歩き牛久の小さな旅を堪能しました。
次回　6月12日（第2日曜）。
　　　「女化」森 P 8：30分弁当、長靴、
　　　029－873-6562、高野

　5月21日（土）カブトムシの飼育をとおして命の大切
さと里山の暮らしを学ぶ環境教育プログラム「わんぱくビ
ートルズ2005」が始まりました。小学生26名と
付き添いのお父さんお母さん約40名が，気持ちのよい新
緑の雑木林の中，落ち葉堆肥の中からカブトムシの幼虫を
捕まえました。
参加者されたみなさんが「幼虫の里親」として，牛久周辺
の雑木林に関心を持ち，そして何より元気な成虫まで無事
育ててくれることを願っています。
何か分からないことがあれば，遠慮なく観察の森（依田）
か，会のアドレス（阿部）までお問い合わせください。
次回は，
7月16日（土）9:45ネイチャーセンター集合です！　　
　　　　　　　　　　　　わんビースタッフ一同

　前号「さとやま」の呼び掛けで4名の方が加わり
5/20に1回目の集まりを持ちました。今までの経過と
事情を説明し本格的展開する前の　市場調査の期間と
して活動を始めます。まずは　来園時の記念となる物
として、布と木のふくろうバッチに　カード（里山の
生き物の写真または図と解説。里山の暮らしの解説。
などシリーズもの）を付けて試作します。木の製品に
は会の焼き印付けたらカッコイイので要調査。
次回は6月14日10：00～ネイチャーセンターで 

「さとやま商品」仮プロジェクト

わんぱくビートルズ　プロジェクト

里山あるき　プロジェクト運営会議　議事録

平成17年第5回運営会議議事録

日　時：平成17年5月7日（土）9：30～12：00
場　所：牛久自然観察の森（ボランティア室）
参加者：【事務局】9名【各P代表】2名【観察の森】4名
【定足数の確認】
事務局議席事務局議席14名、各P代表4名、森3名、本会議は成立。
【連絡事項】
1． 総会では委任状が多かった。大勢に出席してもらいたい。
2． 霞ヶ浦環境科学センターがオープンした。
3． その他報告（つくば環境フォーラム，ＮＨＫ水戸放送局）
4． 会計ソフトの件について
（経緯の説明：坂）ＮＰＯ法人の立ち上げから会計士の窪木さんにお
　世話になっている。一方，今年から筈谷さんを雇用する。観察の森
　やアヤメ園についてアドバイスをいただいている。
　会計ソフトに関して弥生会計というソフトを購入している。
　窪木さんの指摘を受け窪木さんが勧めるソフトの内容を検討したい。
 （意見）
阿部）窪木さん，筈谷さんの２人の会計の役割分担は？
窪木さん・・・決算時における会計全般の確認（会計士の立場から）
筈谷さん・・・通常の会計事務をお願いする
飯田）窪木さん紹介のソフトどうするのか？
　使ってみて導入を検討する。
小林）2人の方が関わることもよいが，会の動きは会の中で処理する
　必要がある。
齋藤Ｉｐ）アヤメ園や森のソフト事務が落ち着いた段階で，下記のこ
　とを検討してはどうか
（1） 会計事務
（2）森の管理作業（作業内容と労働実績，検討事項の洗い出し）
（3）アヤメ園の作業（　　　　　　　〃　　　　　　　　　　）
小林）言われたことを課題とし，今年中に現状把握をする必要がある。
坂）今年から受託事業など，大変混乱しているなかで筈谷さんのアド
　バイスは大変ありがたい。会員でできる人を育てていく。
5． アヤメ園について
　市から一時金が振り込まれた。ハナショウブの苗を本日購入する。
　これまで地元農家の女性を3名雇用した。
　アヤメ園は市民の関心が高い。飛び入りで参加した方もいる。
　その他：観察の森のソフト業務として一時金が振り込まれた。
6． 環境自治体会議（坂）
　5月25日～27日，環境自治体会議が開催される。26日第4分科会
　でコーディナイターが小林先生，話題提供者として坂代表出席予定。
7． 牛久市報告（榎本）
　園内の入り口の工事が当初の予定から1ヶ月遅れたが無事完了した。
8． 観察の森報告（齋藤）
　ゲンジボタル観察会のボランティアを募集する。対象は会員とする。
　うしく里山の会の紹介掲示版をリニューアルした。
　今年もフクロウが無事3羽，5月1日に巣立った。
9． 各プロジェクト報告（詳細は略）
10．その他（小林）
（1）うしく里山の会の色
観察の森とアヤメ園が軌道に乗った後，里山の会の色をどうに出すか。
具体的なプログラムを考えていく必要がある。
（2）運営会議の出欠確認
開催の案内だけでなく，出欠がわかるシステムが必要。また会議が
オープンであることを再度周知し，事務局を増やす努力が必要。
→継続的に，会報や個別に呼びかけを行う
（3）アヤメ園の雑草処理
アヤメ園からでた草の利用法（堆肥づくりなど）を提案してはどうか



5月8日　ムジナの里
　草地の刈り取り、草地の奥から雑木林にかけてのアズ
マネササの刈り取り、草地から雑木林にかけて広がりが
出てきた。またタラの芽林を発見そして植林をしたので
足元注意！！！。
5月22日　炭小屋前の棚作り、支柱の埋め込みの穴掘り、
6本建て込み、梁の取り付けと大仕事。5時までとなる。
ズーット懸案であった、ＮＣへ向かう道路脇のアズマネ
ザサの処理、今回で処理が完了、クズなどのつるをムジ
ナへ運べば来園者にもスッキリした印象になるだろう、
和田さんご苦労さんでした。　　　　　（記　飯田）　

下記のとおり感想をいただいた。

　炭焼き講座に参加して、　　　安　誠二
　私は以前より「炭」がどのようにしてできるのか、関
心を持っておりました。そのような時、市広報に「うし
く里山の会」で炭焼き体験の募集があり早速参加申し込

みをし、来る日を楽しみ
に当日を迎えました。
　窯は3畳ほどの大きな
もので、黒く光った前回
に焼いた炭をとりだしま
した、シートの上におく
と、パリパリと小さな音
がして心地よい気持ちに
なりました、全部取り出
したあと、窯の下に短冊

に割った「竹」を敷き、その上「木」を縦に敷き詰めて
いきました。　　
竹は熱を通すため使用するとのことでした、焚口を残し
て粘土でふさぎ、火をつけ三日間ほど燃やし秋に取り出
すとのことで是非出来上がりを見たいと思います。
　女性の方にはみそ汁等を作っていただき、久しぶりの
野外での昼食をおいしくいただくことがきました。
　会場の「牛久観察の森」は多くの市民のボランティア
活動によって整備されていることを聞き「水と緑の牛
久」を守っている会の皆様には改めて感謝いたします。
　皆様との出会いは非常に新鮮で、これからの私の人生
が豊かになった思いです、大変貴重な体験ができ有意義
な三日間となり本当にありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　（記　安誠二）

　先日の公開炭焼きでは、母子して、たいへんお世話になりました。　　　　　　阿蘇朱実
　青空の下、皆さんの漫才のような掛け合いに笑ったり、お昼には、赤芋の入ったお味噌汁や、うどんをご馳走になり
ました。うどんは、食の細い息子が、おかわりを欲しがったほどの美味しさでした。それと、竹筒で炊いたご飯の美味
しいこと！この香りは何のダシかと聞いたら、竹の香りが移っただけとの返事に驚きました。『炭焼き』と聞くと、
真っ黒になる地味なイメ－ジでしたが、いえいえ、なんとも贅沢なものだと知りました。持ち帰った木炭や竹炭、お花
炭は、家のそこかしこに飾っております。今回、このような企画に参加できたことを、たいへん幸せに思いました。ご
ちそうさま＆ありがとうございました♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記　阿蘇　朱実）

最後に・・・雑木林応援隊ばんざ～い！　　　
うしく里山の会よ、永遠なれ～！！　　　（記　飯田）

建設中の圏央道

5月19日木曜日
今日は、圏央道建設により変貌する小野川沿いの里山と田園風景
を記録して残しておくため、つくば市と牛久市との境界付近から、
国道6号線までの間をロケハンしながら9カ所選定、次回は参加
者全員で持ち場を決めて撮影する予定です。
今日は、小野川がアシで埋め尽くされている様子や、田植えが終
わり、水を一杯に張った水田に映る青空と鉄塔の影がとても美し
く印象的でした。
又、圏央道建設により、里山が崩され自然が壊されていく様子を
見て胸が痛みました。
次回例会は、6月16日（木曜日）牛久市中央学習センター前広
場9時30分集合です。　　　　　　　（記　戸塚）　

里山百選　プロジェクト

雑木林応援隊　プロジェクト

プロジェクト活動報告

　　　　　　　　 現在３つのプロジェクトが

　　　　　 ホームページを立ち上げています。

アクセスは里山の会HPからリンクしています。

各プロジェクト活動を紹介しています。

より詳しくはホームページもしくは

森の掲示板をごらんください。



月の里山カレンダー6
牛久自然観察の森休園日　NC はネイチャーセンター　P は駐車場　PS  はパートナーシップ事業  　　は休日　空欄は追加の予定を。　
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雑木林応援隊（畑） 9:30（畑）

ホタルボランティア　18:00 NC

運営会議　　　　　 9:30 NC

森のレクチャー　   10:00 NC

ホタルボランティア　18:00 NC

ホタルボランティア　18:00 NC

雑木林応援隊（畑） 9:30（畑）

ホタルボランティア　18:00 NC

ホタルボランティア　18:00 NC

里山歩き　　　　　 8:30 P

雑木林応援隊　　　 9:30ムジナの里

雑木林応援隊（畑） 9:30（畑）

里山百選　　　　　 9:30 中央学習センターP　

雑木林応援隊（畑） 9:30（畑）

会報編集　　　　　10:00 山田宅

会報発送　　　　　10:00 NC

 

お知らせ

★★　じゃがいもプロジェクト収穫祭　★★
7月23（土）雨天の場合24日（日）
9時30分より畑で行います。
参加をお待ちしています。

★★　会議の傍聴においでください。　★★
毎月第一土曜日9：30～ネイチャーセンターで定例の
運営会議を行っています。
会議の傍聴は自由です。是非おいでください。

★★　会計書類の閲覧ができます。　★★
うしく里山の会第2期（H16.4～9）、NPO法人うしく
里山の会第1期（H16.10～H17.3)の収支計算書、財産
目録、貸借対照表、総勘定元帳をネイチャーセンター事務
所に保管しています。持ち出しは不可ですが閲覧可能です。

★★　お詫び　★★
前号で掲載を予定していました4/17の「野草研究＆月見
の会」報告を広報委員会の不手際で掲載できませんでした。
申し訳ありませんでした。報告の内容については「うしく
里山の会」HPよりリンクの「こども星見隊」HP活動報告
欄にて御覧になれます。　事務局

★★　アヤメ園の再生に参加しませんか　★★
日　時：随時参加希望者に連絡　午前9時～午後4時頃まで
場　所：牛久市観光アヤメ園
作業内容：アヤメ園の整備
持ち物：弁当、飲み物、軍手、長靴、帽子、タオル、汚れて
　　　　もよい服装、スコップ、鎌が有る方はお持ち下さい。
他の予定の有る方は午前中だけ又は午後のみでも可。
会員は会員証を付けて参加してください。
参加可能な方は下記のいずれかへご連絡ください。
坂弘　毅　kyu-saka@jcom.home.ne.jp　029-873-7903
山田　修　tanukydon@yahoo.co.jp　　  029-872-9202

変更になる場合があります。HPを参考にご覧ください。

※ 会報の編集発行は変更になる場合があります。

会報のお問い合せは　広報委員会　丸山　0297-66-4876　または
　　　　　　　　　　　　　　　　山田　029-872-9202　迄ご連絡ください。　


